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１９６４ 昭和３９年 新潟地震      ～ ５０年 

１９７４ 昭和４９年 新潟焼山火山災害  ～ ４０年 

２００４ 平成１６年 中越大震災        ～ １０年 

２００４ 平成１６年 新潟 ・ 福島豪雨    ～ １０年 

防災・減災 新潟プロジェクト２０１４ 
  教訓を 伝えて活かす まちづくり 

＜新潟県の主な災害＞ 
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 Ⅰ 災禍の特徴とあらまし 

 １９６４年（昭和３９年）  
   ６月１６日（火） １３時 ２分頃 発生 

○新潟地震 

・マグニチュード  ７．５  

・津波高さ（新潟市沿岸）  ２．４ｍ 

広範囲に液状化（地盤の流動化） 
が発生 市内は約１ヶ月間浸水 

・建 物 全 壊    ：   １，４４８棟 
・半壊・一部損壊 ： 約２５，０００棟 

・死      者    ：       １３人 
・負  傷  者    ：      ３１５人 

（出典：気象庁地震課） 

●地震の規模 

●人身及び家屋などの被害 

●特  徴 

震度分布 

３ 

粟島沖 
南方２０㎞ 



Ⅰ 災禍の特徴とあらまし 

昭和大橋 白山駅付近 県営アパート 遡上する津波 

臨港埠頭 

昭和石油 

新潟空港 

信濃川 

阿賀野川 

４ 

○新潟市内浸水状況図と被災箇所 



Ⅰ 災禍の特徴とあらまし 

八千代橋の橋脚 地盤沈下した建築物 

５ 

建築物の被害（船場町） 浸水状況（事務所） ケーソンヤード（事務所） 

川岸町県営アパート 

○新潟地震による被災状況（市内、事務所付近） 



Ⅰ 災禍の特徴とあらまし 

柳島 魚市場付近 万代橋下流付近 

臨港Ｄ２埠頭背後 

水産物揚場 

６ 
万代島桟橋 臨港Ｄ１埠頭 

○新潟地震による被災状況（新潟港内） 



 Ⅰ 災禍の特徴とあらまし 

北埠頭岸壁 

７ 

佐渡汽船下流付近 早 川 堀 

東洋埠頭 西突堤元付部 

栗の木川入口付近 

○新潟地震による被災状況（新潟港内） 



Ⅰ 災禍の特徴とあらまし 

新潟空港冠水状況 

８ 

東海岸（欠損部分） 西海岸（西船見町） 西海岸（応急工事） 

○新潟地震による被災状況（海岸、空港施設） 

新潟空港滑走路 新潟空港ターミナル前 
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 Ⅰ 災禍の特徴とあらまし 
○新潟地震における新聞記事 



Ⅱ 災害との闘い 

６／１６ １３：０２  昭石火災 同時に出火（７／１鎮火） 

１０ 

１５：３０  自衛隊に災害派遣要請 

１７：1０  自衛隊が万代橋取付部の補修に着手 

６／２７       自衛隊は一部を残し、主力の引き揚げを開始 

６／２０       県下に強風波浪警報が出され、降雨のため 
           市内の排水区域に再び浸水 

７／３        県下に大雨洪水注意報が出され、各地に大雨が 
            降る 

１３：０５  ＴＶ、ラジオ放送開始 

○地震後の経過概要 

６／１８       自衛隊が５０００人体制で信濃川両岸に護岸 
            （６／２３概成）   



Ⅱ 災害との闘い 

１６日 １７日 １８日 １９日 ２０日 ２１日 ２２日 ２３日 ２４日 ２５日 ２６日 ２７日 

通信 

電力 

水道 

ガス 

住宅 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

復旧の見込たたず 

６月 

復旧の見込たたず 

● 

○応急復旧の経緯（生活インフラ） 

行政、警察無線（１６：３０） 

市内２５％開通 

市内２８％ 

市内４６％ 

大学病院、県庁配電（２３：００） 

家庭電力５５％ 

家庭電力８０％ 

家庭電力１００％ 

７／３ 仮設２００戸 
１１ 

７／１ ５０％ 

８／１０ ４０％ 

１２／末 １００％ 

１１／１ ８０％ 

市内水道３３％ 
路面配管に切替 ● 

● 



Ⅱ 災害との闘い 

１２ 

１６日 １７日 １８日 １９日 ２０日 ２１日 ２２日 ２３日 ２４日 ２５日 ２６日 ２７日 

鉄道 

道路 

港湾 

空港 

● 

● 

● 

自動車交通規制 

● 

● 

● 

● 

○応急復旧の経緯（交通・物流インフラ） 

上野    新津間開通 

上野    新潟間開通 

６／２９ 関屋を残し全線復旧 

応急復旧着手 

直江津、小木、両津間運行再開 

新潟、両津間運行再開 

信濃川左岸護岸完成 排水 

信濃川右岸護岸完成 排水 

６月 

６／２７ 東京、佐渡へ就航 再会 ● 



Ⅱ 災害との闘い 

復旧工事に当たり港湾機能を保持し、都市防災の 
万全を期するため背後低地の地盤嵩上げが行われた。 

１３ 

○新潟西港護岸の嵩上げ 



Ⅱ 災害との闘い 

１４ 

被災断面 

水産物揚場 岸壁 

撤去後の矢板 矢板の打設状況 

○信濃川の水域面積を確保し、早期復旧を 
 実現するため矢板工法が多く用いられた。 



Ⅱ 災害との闘い 
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１５ 

S39 

新
潟
地
震 

284億円 

83億円 

S58 
日
本
海
中
部
地
震 

H7 

兵
庫
県
南
部
地
震 

H23 
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震 

地震による港湾施設の被害額 
3,788億円 

2,585億円 

100億 

200億 

H19 

新
潟
県
中
越
沖
地
震 

8億円 

300億 

出典 ： 数字で見る港湾（平成2年貨幣価値換算） 



Ⅲ 外国人の見た新潟地震 

１６ 

○地震発生後３０分でＮＨＫラジオは災害を伝えた。 

○公的機関は通信手段が不十分あるいは被災して 
  第２報以降が入手できず、対応に遅れがあった。 

○あるいは災害を免れた通信手段に需要が殺到し 
  て、交信が遅れることもあった。 

○中央機関から直接職員が派遣され情報収集に 
  努めたことが有効であった。 

米国調査団による「新潟地震直後の緊急時期にお
ける機構的反応の予備的考察」より         
（出典：新潟県「新潟地震の記録」） 

１，通信機能 



Ⅲ 外国人の見た新潟地震 

１７ 

  常時は中央集権が十分機能しており、災害時には 
  地域防災計画によってルールが定められているので 
  それによって行動して、ほとんど問題は起こらなかった。 

○問題が起こらなかったのは次の点にも理由があった。 

・それぞれが越境しないように努めたこと 
・災害時に新規の組織・団体が出なかったこと 
・地域外からの団体も地元に協力的であったこと 

○自衛隊の行動はすべて知事の指導に従っていて、 
  トラブルは皆無であった。 

○災害時にはとかく管轄範囲、管轄権が問題になる。 

２，管  轄 



１８ 

Ⅲ 外国人の見た新潟地震 
３，一般市民は極めて冷静であった 

○日本人の国民性 

・略奪が起こらない 

・ヒステリーを起こさない 

・打ち拉がれない 



Ⅳ 新潟地震からの教訓 

 ５０年間の状況変化 高齢化と自動車の普及 

１９ 

新潟県 自動車保有車両数の推移 

Ｓ３９ Ｈ２５ 

約２０倍 
増加 

Ｓ３９ Ｈ２６ 

総 数 

１５～６４歳 

０～１４歳 

６５歳以上 

Ｈ５ 逆転 

新潟県 年齢３区分別人口割合の推移 

約１８２万台 

約９．７万台 



Ⅳ 新潟地震からの教訓 
 ５０年間の状況変化 機能的で豊かすぎる程の生活 

当時の家電製品 現在の家電製品 

テレビ・ラジオ 

竈・ガスコンロ・火鉢 

洗濯機 

パソコン 
コンポ 

テレビ 

お風呂 ＩＨコンロ 

エアコン 

携帯電話 
スマートホン 

ネットワーク
による遠隔 
操作・監視 

何にでもコンピュータが 
組み込まれる時代 ２０ 紙  幣 電子マネー 

http://wrs.search.yahoo.co.jp/_ylt=A3xT6KdT9NFTv9sAFBuDTwx.;_ylu=X3oDMTFuNGl0cW5oBHBhdHQDcmljaARwb3MDMQRwcm9wA2lzZWFyY2gEcXADBHNjA0NUREQEc2VjA3NjBHNsawNpbWc-/SIG=13gm3lun5/EXP=1406369299/**http:/image.search.yahoo.co.jp/search?rkf=2&ei=UTF-8&p=%E7%81%AB%E9%89%A2


Ⅳ 新潟地震からの教訓 

２１ 

 ５０年間の状況変化 通信機能の向上 

当時の通信手段 現在の通信手段 

無線機 

衛星通信車 
無線機 

携帯 ・ ＰＨＳ 

衛星携帯・電話 

情報網 ・ 通信手段の充実 

ＦＡＸ 

多様な手段の準備とそれらを使いこなす為の日常訓練が必要 

電話機 ＦＡＸ 



Ⅳ 新潟地震からの教訓 

２２ 

○地 震 

○津 波 

○液状化 

ありとあらゆる災害の経験を集約 

＜現場力の強化＞ 
○社会実験（訓練）の実施 
 ・防災意識、緊張感の継続 
 ・現場（地域特性）の把握 
 ・防災機材の把握と使用 

プランを元にした訓練の実施 

体験の伝承、集約によってのみ防災システムは充実 

 防災システムの充実 

集約された経験を 
元にプランを作成 

地域防災計画の作成・更新 
（国、県など行政機関が担当） 

課題の抽出、改善の提案 
（国民全員で取り組む） 

計画の見直し（改善） 

改善と備えに繋がるシステム作り 



Ⅳ 新潟地震からの教訓 

２３ 

木 炭 
新潟の熱源は天然ガスがメインで
あった。地震により機能しなくなっ
たガスの代用として大変重宝した。 

ガソリン 
新潟の自動車は天然ガスで動いて
いた。ガソリンを送られても使い道
が無かった。 

 地域特性掌握の必要性 

需給のミスマッチ 

被災地が何を求めているか、伝達することが肝要 
また、時間の経過と共に変化する需要への対応が必要 

○新潟地震当時の特殊な事例 



Ⅳ 新潟地震からの教訓 

２４ 

 新潟地震の体験はいかされたか 液状化現象 

１９８３年 日本海中部地震 

１９９５年 兵庫県南部地震 

２０００年 鳥取県西部地震 

２０１１年 東北地方太平洋沖地震 



Ⅳ 新潟地震からの教訓 

２５ 

１９６４ 新潟地震 

 新潟地震の体験はいかされたか 石油タンク炎上事故 

２００３ 十勝沖地震 苫小牧 

２０１１ 東北地方太平洋沖地震 千葉 



Ⅴ 新潟の復興と展望 

２６ 【やすらぎ堤】 

【新潟空港】 

【ピアＢａｎｄａｉ】 

○新潟は見事に復興した 

【クルーズ船寄港】 

【みなとぴあ】 

【左岸緑地】 

【旧新潟税関】 

【朱鷺メッセ】 



Ⅴ 新潟の復興と展望 

２７ 

 ○新潟は見事に復興した 新潟西港 

現在 



Ⅴ 新潟の復興と展望 

２８ 

 ○新潟は見事に復興した 市内幹線道路 

現在 



Ⅴ 新潟の復興と展望 

２９ 

 ○新潟は見事に復興した 万代橋 

現在 



Ⅴ 新潟の復興と展望 

３０ 

 ○新潟は見事に復興した 八千代橋付近 

現在 



Ⅴ 新潟は見事に復興した 
 ○新潟は見事に復興した 第一港湾建設局 

３１ 

現在 


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32

